








＊「無答不明（0.4%）」は図から省略

した。

＊「2時間以上」は、「2時間程度」

　「2時間30分程度」「3時間程度」

　「4時間以上」の%。

＊平均学習時間は、「ほとんどしな

い」を0分、「1時間程度」を60分

　のように置き換えて算出している。

家庭での英語学習は、宿題と予習が中心となっている。
また、宿題や予習・復習として英語を学習する時間は、平日で平均28.4分である。

2 宿題・予習・復習を中心とした家庭での英語学習

Q  自宅での英語学習は、次のどれを中心に行っていますか。

Q  学校の宿題や予習・復習として、1日にどの程度英語を学習していますか。

図1-2 家庭での主な英語学習の内容 （n=3,700）

図1-3 英語の平均学習時間（宿題・予習・復習として） （n=3,700）

家庭での主な英語学習の内容は、「宿題と、次の授業の予習」

が42.5%と最も多い。復習を行っている生徒は、予習と復習

の両方行っている生徒を合わせても、約15%にとどまって

おり、宿題と予習が家庭学習の中心となっていることがうか

がえる（図1-2）。また、学校の宿題や予習・復習として1日

に英語を学習する時間は、平日は平均28.4分、休日は平均

48.0分となっている（図1-3）。

28.4分

48.0分

平均学習時間

平日

休日

40.8 32.0 20.8 4.2

30.2 21.4 24.8 9.7 13.5�

1.9 0.3

0.4

ほとんどしない 30分程度 1時間程度

1時間30分程度

2時間以上

無答不明

宿題と、次の授業の予習

宿題と、前の授業の復習

｠宿題・予習・復習

宿題・予習・復習をしたうえ、
参考書・問題集などによる自主学習

宿題と試験前の学習のみ

試験前の学習のみ

自宅では何もしない

予備校・塾に関連した学習が中心

42.5

5.5

6.1

2.7

23.3

10.6

7.2

1.9

（％）

（％）

1.  日本の高校生の英語学習
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英語学習が好きな生徒は3割強、嫌いな生徒は3割弱と、「好き」と「嫌い」がほぼ拮抗している。
また、英語学習が好きな生徒のほうが、嫌いな生徒よりも日常生活において、様々な形で
実際に英語を使っている。

3 英語学習の好き嫌い

Q  現在の英語学習は好きですか。

現在の英語学習が好きかどうかをたずねたところ、31.9%が

「好き」、27.7%が「嫌い」と回答し、ほぼ拮抗している

（図1-4）。英語の好き嫌い別に日常での英語使用経験をみる

と、全般的に好きな生徒のほうが経験している割合が高い。

例えば、「教科書以外の英語の本を、自分から進んで読む」

ことは、好きな生徒のほうが約3倍となっている。英語を

好きな生徒のほうが、嫌いな生徒に比べて、日常でも自ら

英語に触れようとしている様子がうかがえる（図1- 5）。

図1-5 日常での英語使用経験（好き嫌い別）

好き（n=1,181）

嫌い（n=1,025）

図1-4 現在（高校時）の英語学習の好き嫌い （n=3,700）

＊「好き」は現在の英語学習が「好

き」「最初は嫌いだったが、途中

から好きになった」と回答した

生徒。

　「嫌い」は現在の英語学習が「嫌

い」「最初は好きだったが、途中

から嫌いになった」と回答した

生徒。

＊「好き」は「好き」「最初は嫌い

だったが、途中から好きになっ

た」の％。

　「嫌い」は「嫌い」「最初は好き

だったが、途中から嫌いになっ

た」の％。

［ 好き嫌い別にみた日常での英語使用経験の違い ］

Q  以下の「日常生活で英語を使う場面や活動」について、経験したことがありますか。

31.9 27.740.0 0.4

好き 嫌い好きでも嫌いでもない 無答不明
（％）

「何度もある」「少しある」の %

英語で電話をかける

英語で電話をうける

英語で道を尋ねられて答える

自分の好きな英語の歌を歌う

歌詞を見ながら英語の歌を聴く

英語の天気予報を聞く

テレビ・ラジオで英語音声ニュースを聞く

英語音声の映画を、日本語の字幕なしで見る

英語で書かれた説明書を読む

教科書以外の英語の本を、自分から進んで読む

英字新聞を読む

英語で書かれたインターネットのホームページやブログなどを読む

英語での電子メールやハガキ、手紙を受け取って読む

英語で電子メールを書く

英語でハガキやカードを書く

英語で手紙を書く

英語で日記を書く

10.3
2.7

10.3
3.4

29.3
20.7

85.0
67.5

86.1
70.3

13.9
5.1

40.9
17.6

44.6
27.4

42.2
23.7

43.8
14.2

23.1
7.0

28.5
15.6

28.7
10.1

28.2
9.4

29.0
11.7

29.9
10.4

31.5
14.4
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4 英語学習に対する意識

8割以上の生徒が、「英語の授業で学んでいることは役に立つと思う」と回答。
英語学習の動機は「受験に必要なので勉強する」が最も多い。
また、英語力によって、英語学習に対する意識に違いが見られる。

81.1％の生徒が「英語の授業で学んでいることは役に立つ

と思う」と回答している。また、73.5％の生徒が「英語の学

習は自分の生活や人生において有意義だと思う」と回答して

いる。英語力による違いをみると、「受験に必要なので勉

強する」以外の項目では、上位層の方が、下位層に比べて

英語学習に対して高い目的意識を持っている。特に、コミュ

ニケーションや文化、言葉への興味（「英語を話す人々と友

だちや知り合いになりたいので勉強する」など ）で差が大

きくなっている（図1- 6）。

Q  あなたの英語学習について　以下の項目について、当てはまるものの番号に○をつけてください。

図1-6 英語学習に対する意識 （n=3,700）
＊ 「G1, 2」は GTEC for STUDENTS

　（P.13参照）のトータルグレード

1と2、「G5,6」はトータルグレード

5と6。

�73.8� <� 87.1

�57.3� ≪� 91.0

�81.3� � 72.6

�59.5� ≪� 82.2

�58.0� ≪� 84.9

�58.6� <� 76.5

�48.1� ≪� 80.6

�27.6� ≪� 66.5

�29.2� ≪� 66.1

�25.9� ≪� 57.3

�20.9� ≪� 57.7

下位（G1,2）*
（n=1,132）

上位（G5,6）*
（n=489）

英語力

<   > は 10ポイント以上の差があったもの

≪≫ は 20ポイント以上の差があったもの

「とても当てはまる」「まあ当てはまる」の %

81.1英語の授業で学んでいることは
役に立つと思う

英語の学習は自分の生活や人生において
有意義だと思う

受験に必要なので勉強する

英語はこれからの国際社会で認められるために
必要だと思うので勉強する

英語の歌や、映画をわかるように
なりたいので勉強する

より良い仕事につくのに
役に立つと思うので勉強する

英語を話す国を旅行するときに
使いたいので勉強する

英語を話す人々と友だちや
知り合いになりたいので勉強する

知らない言葉を学ぶことが
おもしろいので勉強する

世界をよりよく理解するために、
他の文化について学びたいので勉強する

メールなどが書けるようになって
海外の人とやりとりがしたいので勉強する

73.5

80.9

71.5

70.5

66.6

62.2

44.7

43.3

38.2

35.7

1.  日本の高校生の英語学習
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2. 小学校での英語学習の影響

小学校での英語学習の状況

今回の日本における調査では、現在の高校生の小学生以前で

の英語学習の影響をみるため、回答者（高校生）に小学生以前

の英語学習を振り返って質問に回答してもらっている。次頁

以降にその結果から、小学校での英語学習に関する結果の概

況をまとめている（校外学習を含めた詳細な分析は、2007年

10月刊行予定の『東アジア高校英語教育GTEC調査2006報告書』

にて報告）。本頁ではその前提となる、本調査回答者の小学

校での英語学習状況をまとめている。なお、本調査のサンプ

リングには、調査上の目的から、小学校で英語活動を積極的

に行っていた地域の高等学校を意図的に調査対象校として組み

込んでいる。以上の点をふまえ、事例研究として以降のデータ

をご参照いただきたい。

小学生以前の英語学習の場

24.1 21.815.8 30.8 7.5

（％）
学校でのみ 学校と学校外の場所両方で 自宅や英会話教室など学校外でのみ

無答不明英語は勉強していない

Q  小学生のとき、およびそれ以前の、英語学習について ー 英語を学習した場所を答えてください。（n=3,700）

［参考データ］ 本調査結果では、小学校で英語を学習した経験がある生徒のうち、約40%の生徒が週1回（年間35時間）以上英語学習をしていた。
これに対して、『第1回小学校英語に関する基本調査（教員調査）報告書』（ベネッセ教育研究開発センター、2007）では、現在英語教育を行って
いる小学校のうち、年間35時間以上英語教育を行っている学校は、高学年でも14.6%にすぎず、本調査結果のほうが割合がかなり高い。これは、
本調査では、英語活動を積極的に行っていた小学校がある地域の高等学校が調査対象校に含まれていたためと考えられる。

小学校での英語学習の頻度

＊小学生以前に英語を「学校でのみ」「学校と学校外の場所両方で」学習した人のみ対象。

28.9 29.8 6.828.8 3.32.4

（％）
年数回程度 月1･2回程度

無答不明週3回以上

週2回程度週1回程度

Q  学校での英語活動について ー どの程度行われていましたか。（n=1,475）

小学校での英語学習の内容

Q  学校での英語活動について ー どのような英語の活動でしたか。（n=1,475）

英語の歌やゲーム

あいさつや自己紹介などの簡単な会話

身近なものの名前を英語で言う

ALTなど外国の人と交流する

アルファベットや英語の単語を読む

アルファベットや英語の単語を書く

英語のリズムや発音の練習

外国のことを知る

いろいろな場面で使う英語を練習

絵本などを用いてお話を英語で聞く

英語の文章を読んだり書いたりする

その他

77.8

61.8

59.5

48.1

35.2

24.9

23.9

16.7

13.6

5.6

5.4

3.2

（％）

小学校で英語学習をした学年

Q  学校での英語活動は、何年生のときありましたか。（n=1,475）

64.3

83.5

1年生

2年生

3年生

4年生

5年生

6年生

5.6

6.4

14.0

33.9

（％）

＊複数回答。
＊小学生以前に英語を「学

校でのみ」「学校と学校
外の場所両方で」学習
した生徒のみ対象。

＊無答不明（5.7%）は図
から省略した。

＊複数回答。
＊小学生以前に英語を「学

校でのみ」「学校と学校
外の場所両方で」学習
した生徒のみ対象。

＊無答不明（3.6%）は図
から省略した。
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24.619.4

小学校で英語を学習した生徒のうち、約半数が小学生時の英語学習について、「好きだった」と
回答。「嫌いだった」生徒は1割強にとどまっている。また、小学校で英語学習を経験した生徒の
方が、経験をしていない生徒に比べて、中学生での英語学習が「好きだった」割合が高い。

1 小学生時の英語学習の好き嫌い

小学校で英語を学習した生徒のうち、49.2%が小学生の時

の英語学習が「好きだった」と回答し、「嫌いだった」と回

答した生徒は、11. 2%にとどまっている。また、「好きでも

嫌いでもなかった」生徒が、3割強となっている（図2-1）。

小学校での英語学習経験者の中学生時の英語の好き嫌いを

みると、小学生時に比べて、「好きでも嫌いでもなかった」

が19.4%と減り、「好きだった」生徒、「嫌いだった」生徒

が増えている。また、小学校での英語学習経験の有無別に、

中学生時の英語の好き嫌いをみると、小学校での英語学習

経験がある生徒の53.7%が、中学生時の英語が「好きだった」

と回答。小学校での英語学習経験がない生徒の、37.5%を

上回っている（図2-2）。

図2-2 中学生時の英語学習の好き嫌い（小学校での英語学習経験の有無別）

Q  小学生のときの英語学習は好きでしたか。

図2-1 小学校での英語学習経験者の小学生時の英語学習の好き嫌い （n=1,475）

＊「小学校での英語学習経験あり」

　は小学生以前に英語を「学校で

のみ」「学校と学校外の場所両方

で」学習した生徒。「小学校での

英語学習経験なし」は、小学生

　以前に「英語は勉強していない」

　生徒。

＊「好きだった」は「好きだった」「最

初は嫌いだったが、途中から好

きになった」の%。

　「嫌いだった」は「嫌いだった」「最

初は好きだったが、途中から嫌

いになった」の%。

＊ 小学生以前に英語を「学校での

み」「学校と学校外の場所両方

で」学習した生徒のみ対象。

＊「好きだった」は「好きだった」「最

初は嫌いだったが、途中から好

きになった」の%。

　「嫌いだった」は「嫌いだった」「最

初は好きだったが、途中から嫌

いになった」の%。

［ 小学校での英語学習経験と中学生時の英語学習の好き嫌い ］

Q  中学生のときの英語学習は好きでしたか。

11.249.2 36.3 3.3

嫌いだった好きでも嫌いでもなかった

無答不明

（％）
好きだった

（％）
好きだった

好きでも嫌いでもなかった

嫌いだった

無答不明

53.7 2.3

● 小学校での英語学習経験あり（n=1,475）

37.5 32.728.1 1.7

● 小学校での英語学習経験なし（n=1,138）

2.  小学校での英語学習の影響
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2

小学校で英語学習を経験した生徒のほうが、経験のない生徒に比べ、現在、英語を学習することを
有意義と感じている割合が高く、英語学習に対してより高い目的意識をもっている割合が高い。

小学校での英語学習経験と現在の英語学習に対する意識

Q  あなたの英語学習について　以下の項目について、当てはまるものの番号に○をつけてください。

図2-3 小学校での英語学習経験と現在の英語学習に対する意識

小学校で英語学習を経験した生徒のほうが、経験のない生

徒に比べて、現在の「英語の授業」が役に立ち、「英語の

学習」は有意義であると感じている割合が高い。しかし、「受

験に必要なので勉強する」という学習動機では、小学校で

の英語学習経験による差はほとんど見られない。一方、「英

語を話す人々と友だちや知り合いになりたいので勉強する」

などのコミュニケーションについての動機や、「知らない

言葉を学ぶことがおもしろいので勉強する」などの言葉や

文化への興味についての動機では、小学校での英語学習経

験がある生徒のほうが10ポイント以上高い（図2-3）。

小学校での英語学習経験あり（n=1,475）

小学校での英語学習経験なし（n=1,138）

＊「小学校での英語学習経験あり」

　は小学生以前に英語を「学校で

のみ」「学校と学校外の場所両方

で」学習した生徒。「小学校での

英語学習経験なし」は、小学生

　以前に「英語は勉強していない」

　生徒。

「とても当てはまる」「まあ当てはまる」の %

英語の授業で学んでいることは
役に立つと思う

英語の学習は自分の生活や人生において
有意義だと思う

受験に必要なので勉強する

英語の歌や、映画をわかるように
なりたいので勉強する

英語はこれからの国際社会で認められるために
必要だと思うので勉強する

より良い仕事につくのに
役に立つと思うので勉強する

英語を話す国を旅行するときに
使いたいので勉強する

英語を話す人々と友だちや
知り合いになりたいので勉強する

知らない言葉を学ぶことが
おもしろいので勉強する

世界をよりよく理解するために、
他の文化について学びたいので勉強する

メールなどが書けるようになって
海外の人とやりとりがしたいので勉強する

85.3
75.7

77.4
66.8

81.5
81.2

74.1
67.6

74.2
65.1

69.8
62.2

65.3
55.5

48.5
35.9

47.7
35.6

42.5
31.6

38.9
27.4
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小学校で英語学習を経験した生徒の半数以上が、小学生以前の英語学習が「英語」や
「外国文化」への興味・関心と、「外国の人とコミュニケーションを行おうとする態度」といった

コミュニケーションへの積極的態度に効果があると感じている。

英語学習の効果感

Q  小学生のとき、およびそれ以前の英語学習は、自分の現在の英語力の土台・基礎となっていると思いますか。

3

図2-4 英語学習の効果感 （n=1,475）

小学校で英語学習を経験した生徒の 63.9 %が、「英語への

興味・関心」について、小学生以前の英語学習が効果があっ

たと回答。「外国文化などへの興味・関心」「外国の人とコ

ミュニケーションを行おうとする態度」についても半数以

上が効果を感じている。英語学習の場による違いをみると、

「学校と学校外の両方で」学習した生徒のほうが、「学校で

のみ」学習した生徒に比べて特に「スピーキング」などの

技能についてより効果を感じている。しかしながら、関心・

意欲・態度に関する項目（「外国の人とコミュニケーション

を行おうとする態度」など）については、学習の場にかか

わらず半数以上の生徒が効果を感じており、「学校でのみ」

学習した場合でも、一定の効果があったと思われる（図2-4）。

＊ 小学生以前に英語を「学校での

み」「学校と学校外の場所両方

で」学習した生徒のみ対象。

「とてもそう思う」「まあそう思う」の %

英語への興味・関心

外国文化などへの興味・関心

外国の人とコミュニケーションを
行おうとする態度

リスニング

発音

スピーキング

単語や表現

リーディング

ライティング

英語の文構造や文法の知識

63.9

58.3

55.9

41.5

39.7

39.2

36.1

32.3

27.7

17.2

2.  小学校での英語学習の影響

<   > は 10ポイント以上の差があったもの

≪≫ は 20ポイント以上の差があったもの

学校でのみ
（n=890）

学校と学校外の両方で
（n=585）

英語学習の場

�57.0� <� 74.5

�53.3� <� 66.0

�50.1� <� 64.8

�25.3� ≪� 66.2

�26.4� ≪� 59.8

�26.9� ≪� 57.9

�24.8� ≪� 53.2

�16.7� ≪� 56.1

�15.5� ≪� 46.2

� 8.2� ≪� 30.9
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リーディング、リスニング、ライティングの3技能で、日本はライティングに
中位層（グレード 3、4）の生徒が多く、韓国では、リーディングに上位層（グレード 5、6）が多い。

1 英語力の状況

3技能（リーディング、リスニング、ライティング）別にグレード

の割合をみると、日本ではライティングで中位層（グレード3、

4）が多いものの、リーディング、リスニングでは下位層（グ

レード1、2）が多い。これに対して、韓国では、リーディング、

リスニングの上位層（グレード5、6）の割合がかなり高いが、

ライティングについては下位層が6割を占めている（図3-1）。

3. 日本と韓国の高校生

図3-1 3技能（リーディング、リスニング、ライティング）別グレードの割合（日本・韓国） ＊G1～6は、GTEC for STUDENTS

における3技能（リーディング、リ

スニング、ライティング）それぞ

れのグレードを表す。

リーディング

リスニング

ライティング

日本（n=3,700）

リーディング

リスニング

ライティング

韓国（n=4,019）

20.2 18.0 19.2 25.1 14.0 3.5

27.7 20.8 19.2 13.6 9.4 9.3

1.5

15.7 48.5 34.2

0.1

下位 中位 上位

（％）

7.8 15.3 18.7 20.6 35.5

17.2 14.1 15.4 15.0 12.3 26.0

20.6 40.1 26.9 12.2 0.0

0.0

2.1

0.1

下位 中位 上位

（％）

G1 G2 G3 G4 G5 G6

G1 G2 G3 G4 G5 G6

＊日本・韓国の高校英語教育を取り巻く

様々な要因が異なることから、単純な

比較は難しい。このため、両国のデータ

については違いを見るところにとどめ

る。なお、調査対象の詳細は、PP.2-3

を参照。

＊本調査では、日本と韓国で受検した

GTEC for STUDENTSのテスト回が異っ

ている。このため、表中の日本のスコ

アは韓国のテスト回との比較用に換算

したスコアを表示している。

（点）

日本（n=3,700）

韓国（n=4,019）

リーディング
（320点満点）

リスニング
（320点満点）

ライティング
（160点満点）

トータル
（800点満点）

153.2

205.5

163.7

187.6

91.4

66.5

408.3

459.6

 英語コミュニケーション能力調査結果（GTEC for STUDENTSの平均スコア）表3-1
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参 考 GTEC for STUDENTS のスコア・グレードについて

● トータルグレード

スコア

610以上

520～609

440～519

380～439

300～379

299以下

グレードの意味

英語圏の4年制大学への留学に挑戦できる最低限レベル（680以上）

英語圏の2年制大学への留学に挑戦できる最低限レベル（540以上）

短期の語学留学で英語圏に行き、授業についていくための最低限レベル

英語圏のホームステイや海外旅行に行って、英語体験を楽しめる最低限レベル

英語圏のネイティブ・スピーカーの先生に積極的に話しかけるなど、経験を積むレベル

これからの可能性に期待レベル

グレード

6
5
4
3
2
1

● リーディング、リスニング、ライティングのグレード

スコア

リーディング リスニング ライティング�

グレードの意味 グレードの意味 グレードの意味グレード

6

5

4

3

2

1

230
以上

119
以下

229

190
〜

189

160
〜

159

140
〜

139

120
〜

スコア

220
以上

139
以下

219

200
〜

199

180
〜

179

160
〜

159

140
〜

スコア

160

39
以下

159

130
〜

129

100
〜

99

80
〜

79

40
〜

● 文章全体の趣旨を読み取ったり、検索が
困難な特定の情報を探し出したりするこ
とができる。

● 適切なスピードで、正確に英文を読むこ
とができる。

● さまざまな内容を細かいところまで十分
に理解できる。

● 長めの話や会話の流れを理解し、全体に
わたって言われていることの意図をくみ
取ることができる。

● 応答もすばやく適切に行うことができる。

● 興味深い事例を取り入れながら、課題に
沿った話の展開が完全にできている。

● 文章の構成がしっかりしていて、文や段
落が論理的につながっている。

● 課題にふさわしい具体的な語句が、よく
考えて選ばれている。

● 文章全体の趣旨を伝える文がどれである
か判断したり、検索が困難な特定の情報
を探し出したりすることがほぼ的確にで
きる。

● 適切なスピードで、ほぼ正確に英文を読
むことができる。

● さまざまな内容を細かいところまでほぼ
理解できる。

● 長めの話や会話の流れを理解し、話し手
の意図をくみ取ることができる。

● 応答もすばやく適切に行うことができる。

● 事例を取り入れながら、課題に沿った話
の展開ができている。

● 接続語句を正しく使って、文章はまとま
りよく構成されている。

● 使われている語句は正確で多様性に富ん
でいる。

● 簡単な類推を行ったり、検索が比較的困
難な情報も探し出して理解することがで
きる。

● 文章を読むスピードは比較的ゆっくりだ
が、ほぼ正確に理解できる。

● 基礎的な語いは身についているが慣用表
現の理解はまだ不十分である。

● はっきりと言われている文の意味を理解
できる。

● 応答の速さは十分ではないが、相手の話
をほぼ正確に理解できる。

● 話の展開はやや不十分だが、具体的な事例を
含めて、ほぼ課題に沿った内容が書けている。

● 文の多くは論理的に整理され、構文や語
いにもいくらか多様性が見られる。

● 時にミスによって、考えが伝わりにくい
ことがある。

● ややレベルの高い単語や語句を理解する
ことができる。

● 概要をつかんだり、情報を探し出したり
する力はまだ不十分である。

● 文章を読むのに時間がかかる。

● ややレベルの高い単語を聞き取ったり複
数の基礎的な語句を聞き取ることができ
る。

● 相手の話をある程度理解できることもあ
るが、安定していない。

● 語いが少なく、文型・構文は単純なもの
であるが、英語で表現しようとする意思
が認められる。

● 最後まで書けていない文や語順が不確か
な文があり、考えが伝わりにくいことが
ある。

● 話や会話の一部に関して類推を行ったり、
　 複数箇所にわたって述べられた情報を総

合して判断することができる。
● 相手の発言に対して、安定して応答がで

きる。

● 課題に沿った話の展開が十分にできている。
● 接続語句をうまく使いながら、論理的に

整理された文章が書けている。
● 難しい語句を使おうとする努力が認められる。
● ごくまれにミスによって、考えが伝わり

にくいことがある。

● 簡単な類推を行ったり、何箇所かにまた
がる情報も文字通りに理解することがで
きる。

● 検索が容易な情報を探し出して理解できる。
● 文章を読むスピードは比較的ゆっくりだ

が、ほぼ正確に理解できる。

● 文章が短く、ごく簡単な単語と文型で表
現ができる。

● 文の一つ一つが最後まで書けていないこ
とがある。

● 日本語を使って表現している部分がある。

● 基礎的な単語や語句を理解できる。
● 基礎的な構文を使った、ごく簡単な内容

を理解できる。
● 文章を読むのに時間がかかり、理解が不

正確になることがある。

● 基礎的な単語の部分だけを断片的に聞き
取ることができる。

● 基礎的な構文を使った、ごく簡単な内容
について、理解することができる。

3.  日本と韓国の高校生

GTEC for STUDENTS のトータルスコア（800点満点）は、リー
ディング（320点満点）、リスニング（320点満点）、ライティン
グ（160点満点）の 3 技能の合計得点である。また、トータル
スコアの点数によって、トータルグレードとして6段階に分け

られている。また、3技能（リーディング、リスニング、ライ
ティング）についても、それぞれのスコアによって、6段階の
グレードに分けられている。
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英語圏へ行ったことのある生徒は、日本・韓国ともに3割弱。
ただし、韓国の生徒のほうが、日本の生徒に比べて、英語圏において英語を使用した経験率が高い。

2 英語圏での英語使用経験

英語圏へ行ったことのある生徒は、日本で25.7%、韓国で

28.5%である（図3-2）。滞在のスケジュールや期間による影

響も考えられるが、全般に韓国の生徒のほうが、英語圏に

おいて英語を使用した経験率が高い。最も経験の差が大き

い項目は、「街の掲示や案内を読む」で、日本の生徒の経験

率64.2%に対して、韓国の生徒の経験率は86.6%である（図

3-3）。

Q  英語圏での経験について教えてください。

Q  英語圏に行ったことのある人のみ答えてください。次の活動を、英語で経験したことがありますか。

図3-2 日韓高校生の英語圏渡航経験 ＊韓国では、「英語圏への旅行、

　滞在経験について」という形で

尋ねている。

＊日本・韓国ともに、「ある」は

　「英語圏に行ったことがない」

　「無答不明」以外、「なし」は

　「英語圏に行ったことがない」

　の%。

図3-3 日韓高校生の英語圏での英語使用経験（したことがある） ＊韓国では、「韓国国外（英語圏）

　で英語を使う場面や活動に関す

　る質問」という形で尋ねている。

　また、日本と韓国で異なるアン

ケート項目のため、共通する項

目のみ集計した。

＊日本・韓国ともに、英語圏に行っ

　たことが「ある」生徒のみ対象。

＊日本：｢少しある｣「何度もある」

　の%。

　韓国：「したことがない」等、「無

答不明」以外の%。

日本（n=951）

韓国（n=1,144）

日本（n=3,700）

韓国（n=4,019）

25.7 57.3 17.0

28.5 65.9 5.6

ある なし 無答不明
（％）

ファースト・フード店で
買い物をする

服などの買い物をする

公共の乗り物（電車やバス）の
アナウンスを聞く

街の掲示や案内を読む

自分の国の文化を紹介する

（ホーム）パーティで会話をする

郵便局や両替所を利用する

74.8

79.7

72.7

82.7

64.5

71.9

64.2

86.6

47.0

41.9

33.8

47.6

22.4

36.4

（％）
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日常生活の英語使用経験についてみると、韓国ではすべて

の項目について、半数以上の生徒が経験している。一方、

日本では、一番経験率の高い活動の「英語で書かれた説明

書を読む」でも、経験している生徒は約1/3にすぎない。

「英語で書かれたインターネットのホームページやブログ

などを読む」活動は、日本と韓国の生徒で経験率の差が一

番大きく、日本では20.9％にすぎないが、韓国では79.4%

の生徒が経験している（図3-4）。

日常生活で英語を使用した経験がある生徒は、日本に比べて韓国のほうが2～3倍多い。
最も経験の差が大きい活動は「英語で書かれたインターネットのホームページやブログなどを読む」
で、韓国の生徒の経験率は日本の生徒の約4倍である。

3 国内での英語使用経験

 Q  以下の「日常生活で英語を使う場面や活動」について、経験したことがありますか。

図3-4 日韓高校生の国内での英語使用経験（したことがある） ＊韓国では、「学校外の日常生活

で英語を使う場面や活動に関す

　る質問」という形で尋ねている。

　また、日本と韓国で異なるアン

ケート項目のため、共通する項

目のみ集計した。

＊日本：｢少しある｣「何度もある」

　の%。

　韓国：「したことがない」等、「無

答不明」以外の%。

日本（n=3,700）

韓国（n=4,019）

32.0

27.4

27.3

24.5

22.5

20.9

18.7

17.9

14.1

8.6

77.6

76.1

60.6

76.7

73.8

79.4

58.5

58.2

60.8

54.1

（％）

英語で書かれた説明書を読む

教科書以外の英語の本を、
自分から進んで読む

テレビ・ラジオでの
英語音声ニュースを聞く

英語で道を尋ねられて答える

英語で日記を書く

英語で書かれたインターネットの
ホームページやブログなどを読む

英語でハガキやカードを書く

英語での電子メールやハガキ、
手紙を受け取って読む

英字新聞を読む

英語の天気予報を聞く

3.  日本と韓国の高校生
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